
読書の秋。文学の香り漂う大田区 
馬込文士村周辺をご紹介！
関東大震災後の大正後期から昭和初期にかけて、東
京府荏原郡馬込村・入新井町（現大田区の馬込、山
王、中央周辺）に多くの文士や芸術家が移り住み、交流
を深め、あまたの名作を生んだこの地を、いつしか「馬
込文士村」と呼ぶようになりました。今も文士たちの息
づかいの残る大田区馬込周辺を散策してみませんか。JFEス
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地元民に愛される大森のランドマーク
「ダイシン百貨店」2階にある隠れた
穴場。書籍売り場の奥に併設された
カフェ「文士村�馬込茶房」は、本好き
にはたまらないスペースです。本に囲
まれながら、コーヒー片手に買ったば
かりの本を、ゆっくりと開く。至福の時
間を過ごせますよ！

本に囲まれて一息
「文士村 馬込茶房」

日蓮宗大本山
池上本門寺
東京都大田区池上1-1-1／
TEL：03-3752-2331（代）／
URL：http://www.honmonji.jp

馬込文士村の中心人物であり、大ベストセラー『人生劇場』で知
られる尾﨑士郎の旧宅を復元した記念館。横綱審議委員を務め
たほどの相撲好きとしても知られ、自宅裏庭で自ら鉄砲の稽古をし
た大ケヤキが今も残っている。
東京都大田区山王1-36-26／TEL：03-3750-1611（大田区民プラ
ザ）／開館時間：9:00～16:30 ※建物内にはお入りいただけません
／休館日：年末年始（12月29日～1月3日）、臨時休館／入場無料

近代日本画の巨匠「川
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」の
作品約120点が展示されています。
東京都大田区中央4-2-1／TEL：03-
3772-0680／開館時間：9:00～
16:30／休館日：月曜日（祝日の場合
は翌日）、年末年始／入館料：大人
200円、小中学生100円

「馬込文士村へようこそ」サイトでは、おすす
めの散策コースや楽しみ方など見どころ情報
が満載。散策必携の『馬込文士村散策マッ
プ無料版（印刷用）』をダウンロードできます。
URL▶http://www.magome-bunshimura.jp
（「馬込文士村へようこそ」の写真転載許可済）
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今から約730年前の弘安5
（1282）年10月13日、日蓮
聖人が入滅された霊場と
して知られています。

日蓮宗
七大本山の一つ

サロン ド カフェ サマサマ
  （Salon de Café SAMASAMA）
東京都大田区山王2-8-7-B1F／TEL：03-
6429-3030／営業時間：（月～金）11:30～
15:00、18:00～
22:00、（土・祝）
12:00～15:00、
18:00～22:00／
定休日：日曜日

天祖神社脇の文士のレリー
フがある階段を上った場所
にあるカフェ。仲間同士の待
ち合わせにも。

浅野屋本店
東京都大田区池上6-2-15／
TEL：03-3751-0238／営業時間：
9:00～19:00／定休日：木曜日

池上は「くず餅」発祥の地
江戸時代創業の老舗「くず餠御三家」
が今も営業しています。どのお店も負け
ず劣らず当時の雰囲気とこだわりを感じ
させ、食べ比べも楽しいかも。

元祖久寿餅 池上池田屋
東京都大田区池上4-24-1／
TEL：03-3751-0154／営業時
間：10:00～18:00／定休日：水
曜日

相模屋
東京都大田区池上4-25-7／TEL：
03-3752-4757／営業時間：9：30
～17：00（売り切れ次第）／定休
日：不定休

新築や開店の祝い
に縁起物として喜
ばれるそうです。

纏
まとい

のミニチュアが並ぶ
「喜久屋纏店」

喜久屋纏店
東京都大田区池上
4-28-12／TEL：03-
3751-3265／営業時
間：10:00～19:00／
定休日：火曜日

大森駅西口の天祖神
社横の階段には「馬
込文士村散策のみち」
の看板と、文士たちの
レリーフがあります。

詩人としてのみならず、童謡や民謡
の分野でも多くの作品を残している

『樅ノ木は残った』『赤ひげ診療譚』
の山本周五郎

村岡花子はじめ
馬込ゆかりの
文士たちのレリーフ

散策途中で迷ったときは、親切な案内プレー
トがサポート

近代を代表する日本画家。切手のデ
ザインにもなった『髪』が有名

小説『あにいもうと』や「ふるさとは遠
きにありて思ふもの／そして悲しくうた
ふもの」の詩句が有名

多くの文学・芸術家と交流を持ち、そ
の波乱に富んだ生涯は、代表作『色
ざんげ』などでも知ることができる

『伊豆の踊子』があまりにも有名な、
日本を代表するノーベル文学賞を受
賞した小説家

映画化もされた代表作『青い山脈』を
はじめ『若い人』『陽のあたる坂道』な
ど、庶民的な作品にファンが多い

室生犀星に知己を得るなど文学者と
の交流も盛んで、日本近代詩の父と
称される詩人

ら とぶ
っ

大田区立 龍子記念館

大田区立 山王草堂記念館
大田区立

尾𥔎士郎記念館
（外観のみ）日本で最初の総合雑誌「国民之

友」を発行、「国民新聞」を創刊した
徳富蘇峰の住居跡。現在は資料館
になっている。尾﨑士郎記念館近
隣にある蘇峰公園の入り口「カタル
パの小径」から行くことができます。
東京都大田区山王1-41-21／TEL：
03-3778-1039／開館時間：9:00～
16:30／休館日：年末年始（12月29日
～1月3日）、臨時休館／入館無料

散策スタートは
ここから

少し足を延ばして、門前町の風情を色濃く残す
池上本門寺周辺を探索

馬込文士村は、まるで文学オリエンテーリング

大森駅から歩く「馬込文士村散策」

散歩前の腹ごしらえにオススメ！

重要文化財の
本門寺五重塔

浅野屋本店のくずもち 450円

特製ドライカレー 907円

スープカリーランチ（やわらかビーフ） 1,296円
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